
プレパンデミックワクチン（備蓄ワクチン）
現在流行中の鳥型ウイルスから作ったワクチン。発症は阻止
できないが、重症化と死亡のリスクを下げることが十分期待
できる。日本では、1000万人分の備蓄にとどまる。スイスでは、
フェーズ３の段階で、全国民に順次接種を開始する見込み

（治療薬のタミフルは、全国民分をすでに備蓄完了）。

パンデミックワクチン
ヒト型になった新型インフルエンザウイルスで作ったワクチ
ン。発生してから作るので最初の流行には間に合わない。米
国は新型発生後半年以内、カナダは４カ月以内に全国民に
接種する計画。
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生
が
推
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
、「
感

染
者
や
死
亡
者
は
、
若
年
成
人
と

小
児
に
集
中
し
、
10
代
の
致
死
率

は
72
％
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
免
疫

機
能
の
活
発
な
若
い
世
代
で
は
免

疫
の
過
剰
反
応
（
サ
イ
ト
カ
イ
ン

ス
ト
ー
ム
）
に
よ
る
多
臓
器
不
全

が
起
こ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

若
い
世
代
が
危
険
の
当
事
者
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
対
策
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
、感
染
者
の
臨
床
症
状（
表

１
）
や
病
態
、
病
理
所
見
の
デ
ー

タ
、
Ｈ
５
Ｎ
１
型
ウ
イ
ル
ス
が
強

毒
型
の
特
徴
を
保
っ
た
ま
ま
新
型

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
科
学
的
根
拠

な
ど
を
挙
げ
、「
こ
の
ウ
イ
ル
ス

か
ら
新
型
が
出
た
場
合
に
は
、
全

身
感
染
を
起
こ
す
性
質
を
同
時
に

持
つ
こ
と
が
強
く
想
定
さ
れ
る
。

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異

な
る
新
し
い
重
症
疾
患
と
し
て
対

応
す
べ
き
」
と
強
調
。「
現
在
は

海
外
で
莫
大
な
鳥
を
殺
処
分
し

て
、
フ
ェ
ー
ズ
３
（
図
）
で
何
と

か
封
じ
込
め
て
い
る
状
況
だ
が
、

る
弱
毒
型
と
、
全
身
感
染
を
起
こ

し
、
鳥
で
の
致
死
率
１
０
０
％
の

強
毒
型
の
２
種
類
が
あ
る
。
20
世

紀
に
出
現
し
た
３
回
の
新
型
は
い

ず
れ
も
弱
毒
型
の
ウ
イ
ル
ス
に
由

来
す
る
新
型
だ
っ
た
が
、
Ｈ
５
Ｎ

１
型
ウ
イ
ル
ス
は
、
強
毒
型
で
あ

る
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
元
と
な
っ

て
新
型
が
発
生
し
た
際
に
は
、
か

つ
て
な
い
被
害
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
国
連
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
新
型
対
策
を
進
め
て
い
る
」。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
報
告
に
よ
る
と
、
Ｈ

５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

は
、
こ
れ
ま
で
３
０
０
人
以
上
が

感
染
、
２
０
０
人
以
上
が
死
亡
し

た
と
さ
れ
る
。
岡
田
研
究
員
は
、

「
実
際
に
は
こ
の
数
倍
の
患
者
発

　

新
型
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
鳥
の
間
で
の
流
行
か
ら
、
鳥
か

ら
人
へ
の
偶
発
的
な
感
染
を
繰
り

返
す
う
ち
に
、
ウ
イ
ル
ス
に
遺
伝

子
変
異
や
交
雑
が
起
こ
り
、
人
か

ら
人
に
効
率
よ
く
感
染
す
る
ウ
イ

ル
ス
に
変
化
す
る
こ
と
で
発
生
す

る
。

　

今
、
Ｈ
５
Ｎ
１
型
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界

中
の
鳥
の
間
で
大
流
行
し
て
い

る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
根
絶
は
す
で

に
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
か
ら
の
新
型
の
発
生
は
、
も
は

や
時
間
の
問
題
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
」。

　
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
は
、
感
染
が
呼
吸
器
に
限
局
す

ウ
イ
ル
ス
の
変
異
で
人
へ
の
感
染

効
率
が
よ
く
な
り
、
人
か
ら
人
へ

の
伝
播
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る

と
大
流
行
と
な
る
。
フ
ェ
ー
ズ
４

か
ら
６
ま
で
は
１
カ
月
以
内
で
進

む
可
能
性
も
あ
り
、
発
生
前
の
現

段
階
で
十
分
な
対
策
を
進
め
る
こ

と
が
急
務
だ
」
と
し
た
。

　

岡
田
研
究
員
は
、「
新
型
の
発

生
に
よ
っ
て
予
測
さ
れ
る
わ
が

国
の
健
康
被
害
や
経
済
的
な
影

響
は
、
死
者
２
１
０
万
人
（
豪
・

L
ow

y

研
究
所
）、
当
初
１
年
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
20
兆
円（
４
・
1
％
）減
少

（
第
一
生
命
総
合
研
究
所
）な
ど
と

試
算
さ
れ
て
い
る
」と
し
た
上
で
、

対
策
の
現
状
や
課
題
を
示
し
、
わ

が
国
の
対
策
の
遅
れ
を
指
摘
。「
ひ

と
た
び
新
型
が
発
生
す
れ
ば
、
感

染
す
る
か
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
右
の

コ
ラ
ム
）
す
る
か
で
、
国
民
の
大

半
が
免
疫
を
持
つ
ま
で
、
繰
り
返

し
新
型
ウ
イ
ル
ス
は
流
行
す
る
。

全
国
民
に
備
蓄
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
、
重
症
化
を
阻
止
す
る
事
前
の

対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
時
点

の
備
蓄
ワ
ク
チ
ン
は
１
千
万
人
分

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
全
国
民
分

の
備
蓄
ワ
ク
チ
ン
の
整
備
に
向

け
、
国
民
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が

必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
巨
額
を
投
じ
て
対
策

を
行
う
欧
米
諸
国
の
政
府
の
取
り

組
み
、
企
業
で
の
対
策
、
家
庭
で

の
準
備
（
表
２
）
の
状
況
な
ど
を

紹
介
し
、「
大
流
行
以
前
に
、
準

備
計
画
と
行
動
計
画
を
た
て
、
事

前
準
備
計
画
を
実
行
し
、
大
流
行

時
の
行
動
計
画
を
実
施
可
能
と
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
。
最
悪
の
事

態
に
備
え
て
、
十
分
な
準
備
を
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
講
演
を
締

め
く
く
っ
た
。

（
本
講
演
の
講
演
録
は
、
本
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
予
定
）

■
お
わ
び
と
訂
正 

本
紙
10
月

（
４
１
３
）
号
１
面
の
図
の
縦
軸

の
数
値
「
０
、０
、０
、０
、０
」
は
、

「
０
、
10
、
20
、
30
、
40
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
、
単
な
る
医
療
や
公
衆
衛
生
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
レ
ベ

ル
の
社
会
危
機
管
理
、
安
全
保
障
上
の
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
対
策
先
進
国
で
は
、
ま
も
な
く

全
国
民
へ
の
備
蓄
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
具
体
策
が
進
ん
で
い
る
。
わ
が
国
で
も
全
国

民
分
の
備
蓄
ワ
ク
チ
ン
の
整
備
、
国
民
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
国
を
あ
げ
た
取
り
組
み
が
急
が
れ
る
。

去
る
10
月
10
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
第
16
回
健
康
づ
く
り
懇
話
会
総
会
で
は
、
国
立
感
染

症
研
究
所
の
岡
田
晴
恵
研
究
員
（
写
真
）
が
講
演
を
行
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
報
告
し
、
対
策
の
課
題
を
示
し
た
。
今
月
は
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

新型インフルエンザ新型インフルエンザ
通常のインフルエンザとは異なる重症疾患通常のインフルエンザとは異なる重症疾患

◆◆◆コンサルテーションのごあんない◆◆◆

お問い合わせ・ご相談は（予約制）
電話　東京（03）-3269-1141
健康管理コンサルタントセンター

事務局 東京都新宿区市谷砂土原町 1 の 2
　　　（財）東京都予防医学協会

今月の主な紙面

〈1 面〉●新型インフルエンザ

〈2 〜 3 面（見開き）〉
　　　●新連載　冬の食中毒対策　第1 回
　　　●話題　効果的ながん検診とは
                         第215回ヘルスケア研修会から
　　　●連載　子宮がん検診をめぐって　第7 回
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　　　 続・実践編　第7 回

〈4 面〉●がん啓発サポートキャンペーン
              リレー・フォー・ライフ・ジャパン2007東京
　　　●　第52回予防医学事業推進全国大会が開催
　　　●連載　保健会館クリニックの顔　第13回
　　　●お知らせ

　

岡
田
研
究
員
は
講
演
の
冒
頭
、

「
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
新
型
）

を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
強

調
し
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
た
。

　
「
毎
年
６
千
か
ら
３
万
人
が
死
亡

す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
変
異

を
起
こ
し
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
の
た

め
、
毎
年
ワ
ク
チ
ン
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
や
っ
か
い
な
疾

患
。
だ
が
、
そ
の
最
大
の
問
題
は

数
十
年
間
隔
で
ま
っ
た
く
新
し
い

新
型
が
出
現
す
る
点
に
あ
る
。

大
流
行
の
発
生
は
時
間
の
問
題
―
Ｗ
Ｈ
Ｏ

急
が
れ
る
全
国
民
分
の
薬
と
ワ
ク
チ
ン
整
備

12月 5日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　　12日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　19日　岡　惺治
　　26日　三輪　一
　　　　　 以後、年末年始は休み

1月 16日　岡　惺治
　　23日　三輪　一　
　　30日　第217回ヘルスケア研修会につき休み

新型インフルエンザ対策―ワクチン

表2 新型インフルエンザに対する家庭での準備（米国）

表1 ヒトA／H5N1感染症の臨床症状

パンデミック間期 人への感染リスク：低 １

鳥ウイルスの
コントロール新しいウイルスが

鳥などで見つかる

パンデミック警戒期

人の感染が確認

人への感染リスク：高 ２

人から人への感染：
　　　　　なし〜非効率

３

人から人への感染：　
　　　　　増加傾向

４

早期封じ込め
人から人への感染：
　　　　　増加

５

パンデミック期 人から人への容易な感染 ６ 大流行対策

図 鳥インフルエンザ（H5N1）によるパンデミック対策の
基本戦略における警告フェーズ（WHO、2006）

●

●

基本方針：外出・出勤・登校せずに、家庭に籠城する！

事
前
準
備

・新型インフルエンザに関する情報の収集と理解
・大流行の際の家庭、個人レベルの危機対応計画を立てる

非常用食糧、日用品の備蓄（できるだけ多く）、体温計
医療機関の確認
仕事、勤務、家事のバックアップ

・ふだんから健康的な生活に心がける
禁煙、睡眠、栄養、休養、うがい、手洗い（家族教育を含む）

大
流
行
発
生
時

・正確な情報入手
・風評に惑わされず、冷静に対応（パニックに陥らない）
・手洗い、うがいの励行
・出勤、登校の停止（在宅勤務体制）
・不必要な外出、集会参加、移動、旅行を避ける
・発症した際には、必要に応じて、早めに医療機関を受診
・患者は外出や人との接触を避ける

    重症疾患 ：通常のインフルエンザの概念を超える

　・ 全身感染の可能性＋サイトカインストーム  （鳥や動物と類似）

　・ 致死率 50％  以上（37〜 88％）

1. 全身症状：
　　　発熱（38℃以上）、出血傾向、多臓器不全

2. 呼吸器症状：下気道〜肺の感染 
　　　軽症呼吸器感染症（ARI）、乾性せき、肺炎、血痰、呼吸困難、　　
　　　動脈血酸素飽和度（SpO2）低下、急性呼吸促迫症候群（ARDS）

3. 消化器症状：腸管感染 
　　　下痢（70％、血性もある）、腹痛

4. その他の症状：
　　脳炎、心筋炎、鼻血、歯肉出血、胎盤・胎児感染 

・ウイルス、ウイルス遺伝子の検出（〜第 14 病日）
　　　咽頭、肛門、糞便、尿、血液（ウイルス血症） 
・不顕性感染例はほとんどない



下痢を何とかしたい
37歳男性Gさん
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現
行
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て

の
問
題
点
を
、
が
ん
検
診
に
関

す
る
検
討
会
中
間
報
告
は
指
摘

し
て
い
る
。
検
診
受
診
率
の
低

さ
、
死
亡
率
減
少
効
果
の
観
点

か
ら
実
施
方
法
や
対
象
年
齢
に

問
題
が
あ
る
こ
と
と
精
度
管
理

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

　

子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、

精
度
の
高
い
検
診
が
実
施
さ
れ

る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
の
指

摘
も
あ
り
、
体
制
を
整
備
す
る

た
め
に
は
、
検
診
事
業
評
価
の

実
施
が
不
可
欠
で
あ
り
、
が
ん

検
診
に
関
す
る
検
討
会
中
間
報

ら
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一

定
水
準
の
診
断
技
術
の
保
持
、

最
終
的
に
検
診
の
効
果
や
効
率

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

 　

 

事
業
評
価
の
視
点

　

事
業
評
価
に
は
、
検
診
実
施

機
関
で
の
体
制
の
確
保
や
検
診

実
施
手
順
の
確
立
な
ど
の
プ
ロ

セ
ス
評
価
と
検
診
実
施
の
結
果

を
評
価
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

と
が
あ
り
、
両
者
が
適
切
に
評

価
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

プ
ロ
セ
ス
評
価
と
し
て
、
が

ん
検
診
指
針
に
検
診
機
関
の
設

備
、
細
胞
診
専
門
医
と
細
胞
検

査
士
等
の
人
員
な
ど
が
あ
る
。

東
京
都
医
師
会
は
、「
細
胞
診

検
査
実
施
検
査
所
の
あ
る
べ

き
基
準
」（
表
１
）
を
設
定
し
、

基
準
を
満
た
す
検
査
所
で
の
検

査
実
施
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

望
ま
し
い
基
準
の
う
ち
で
、

常
勤
の
細
胞
診
専
門
医
が
い
る

こ
と
、
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

の
19
施
設
で
37
％
の
充
足
率
で

告
に
引
き
続
い
て
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
２
月
、
事
業

評
価
に
関
す
る
取
り
ま
と
め
を

提
示
し
た
。こ
の
提
示
を
基
に
、

が
ん
検
診
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
で
事
業
の
質
の
向
上
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

事
業
評
価
の
意
義

　

 　

 

事
業
評
価
の
重
要
性

　

事
業
評
価
は
事
業
の
質
向
上

に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
早

期
が
ん
を
確
実
に
発
見
し
、
さ

ら
に
不
必
要
な
精
密
検
査
を
減

あ
り
、
細
胞
診
専
門
医
・
細

胞
検
査
士
で
の
検
査
体
制
が

１
０
０
％
で
あ
る
の
に
対
し
て

不
十
分
で
あ
る
。
東
京
以
外
に

お
い
て
も
、
細
胞
診
専
門
医
の

常
勤
医
確
保
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
細
胞
診
専
門
医

は
検
診
実
施
機
関
の
細
胞
検
査

士
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
検

診
の
質
を
損
な
う
こ
と
な
く
検

診
が
行
わ
れ
て
お
り
、
表
面
上

の
プ
ロ
セ
ス
評
価
に
難
点
は
あ

る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
高
評

価
を
し
て
良
い

状
態
で
あ
る
。

　

ア
ウ
ト
カ
ム

評
価
は
、
検
診

実
施
後
の
各
種

指
標
で
行
う
が
、

主
要
指
標
と
し

て
受
診
率
、
要

精
検
率
、
精
検
受
診
率
、
陽
性

反
応
適
中
率
や
が
ん
発
見
率
が

あ
る
。
そ
の
他
と
し
て
、
検
診

実
施
日
か
ら
精
密
検
査
結
果
判

明
日
ま
で
の
日
数
、
早
期
が
ん

の
割
合
、
が
ん
死
亡
率
な
ど
が

あ
る
（
表
２
）。
指
標
は
数
値

表
示
で
あ
り
、
目
標
値
が
あ
れ

ば
そ
の
達
成
率
の
解
析
、
目
標

値
が
な
い
場
合
で
も
経
年
変
動

の
解
析
が
可
能
で
あ
り
、
ア
ウ

ト
カ
ム
評
価
を
実
施
で
き
る
。

事
業
評
価
の
手
法

　

事
業
評
価
は
、
国
、
都
道
府

県
、
市
町
村
、
検

診
実
施
機
関
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
が
あ

る
。
国
に
お
い
て

は
、
全
国
展
開
と

し
て
の
評
価
を
行

い
、
が
ん
検
診
の

有
効
性
な
ど
を
評

価
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
地
方
自
治

体
で
の
評
価
が
適

切
に
行
え
る
よ
う

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
な
ど
に
も
取
り

◇
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
２
【
入
浴
法
】

　

入
浴
の
主
な
効
果
に
は
、「
血
行
促
進
効

果
」
と
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
湯
船
に
入
れ
ば
い
い

わ
け
で
は
な
く
、お
湯
の
温
度
が
重
要
で
す
。

40
℃
を
超
え
な
い
ぬ
る
め
の
お
湯
に
、
15
分

程
度
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
こ
と
で
か
ら
だ
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
、
血
管
が
広
が
り
、
か
ら
だ
の

奥
か
ら
温
ま
る
の
で
す
。

◇
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
３
【
散
歩
】

　

腸
の
働
き
を
整
え
る
た
め
に
は
、
下
半
身

を
動
か
し
、鍛
え
る
運
動
も
お
す
す
め
で
す
。

30
分
く
ら
い
を
目
安
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

ま
し
ょ
う
。
い
つ
も
よ
り
歩
く
ペ
ー
ス
を
少

し
速
め
た
り
、
ゆ
っ
く
り
さ
せ
な
が
ら
歩
き

ま
す
。

　

背
筋
を
伸
ば
し
、
少
し
歩
幅
を
広
め
に
、

踵
か
ら
下
ろ
す
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。
屋
外

を
歩
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
気
分
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
歩
く
こ
と

で
足
裏
に
あ
る
内
臓
の
諸
器
官
と
つ
な
が
る

つ
ぼ
の
刺
激
に
な
り
、
腸
の
働
き
が
活
発
に

な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
、
酒
席
、
趣
味
に
と
忙
し
い
Ｇ
さ
ん
。

ス
ト
レ
ス
解
消
と
し
て
の
趣
味
も
大
切
で
す

が
、
１
日
30
分
く
ら
い
は
、
自
分
ひ
と
り
に

な
れ
る
時
間
も
持
ち
ま
し
ょ
う
。

整
が
乱
れ
、
下
痢
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
に
な
る
た
め
、
今
回
は
リ
ラ
ク

セ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

◇
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
１
【
腹
式
呼
吸
】

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い

現
代
人
の
呼
吸
は
、
浅

く
て
短
く
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
お
腹
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
息

を
吸
っ
て
、
吐
き
な
が
ら
お
腹
を
へ
こ
ま
せ

る
腹
式
呼
吸
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
空
気
を
吸
い
込
む
よ
り
、

吐
き
出
す
方
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
。
息
を

吐
き
出
す
時
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
お
り
、
息
を
吸
う
時
間
よ
り
吐
き

出
す
時
間
を
1
・
5
～
2
倍
く
ら
い
長
め
に

し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
１
、２
」
と
２
秒
間
で
鼻
か
ら

息
を
吸
い
、「
３
、４
、５
、６
」
と
頭
の
中
で

カ
ウ
ン
ト
し
な
が
ら
、
長
め
に
口
か
ら
息
を

吐
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

忙
し
く
な
る
と
生
活
が
不
規
則
に
な
り
、

ス
ト
レ
ス
も
多
く
な
り
や
す
い
も
の
。「
第

２
の
脳
」
と
言
わ
れ
る
胃
腸
は
、
ス
ト
レ
ス

の
影
響
も
受
け
や
す
く
、
不
調
に
悩
む
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

下
痢
が
ち
の
Ｇ
さ

ん
も
そ
の
１
人
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

腸
の
働
き
は
、

自
分
の
意
志
と
は

関
係
な
く
自
動
的

に
調
整
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
不
規
則
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス

に
よ
っ
て
緊
張
状
態
が
続
い
た
り
す
る
と
調

め
で
す
。

　

ま
た
、
大
豆
食
品
で
は
枝
豆
よ
り
は
豆

腐
の
方
が
消
化
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
目
に
。

◇
か
ら
だ
に
合
っ
て
い
る
？

　

脂
質
が
多
い
も
の
は
よ
く
な
い
。
な
ら

ば
脂
質
を
控
え
た
メ
ニ
ュ
ー
の
代
表
で
あ

る
刺
身
に
し
よ
う
と
思
っ
た
方
。
イ
カ
、

タ
コ
、
貝
類
は
硬
い
の
で
腸
に
は
負
担
で

す
。
マ
グ
ロ
の
赤
身
、
タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
と

い
っ
た
白
身
魚
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
志
向
で
雑
穀
が
流
行
っ
て

い
ま
す
が
、
玄
米
、
麦
、
そ
ば
、
ラ
イ
麦

パ
ン
な
ど
、
精
製
し
て
い
な
い
も
の
は
消

化
が
悪
い
た
め
、控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
の
時
、
食
べ
る
も
の
の
内
容
や
量

に
少
し
気
を
配
り
、
日
々
働
き
続
け
る
腸

を
守
っ
て
あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

で
消
化
が
悪
く
、
キ
ム
チ
な
ど
香
辛
料
の
多

い
も
の
も
腸
を
刺
激
し
ま
す
。

　

ソ
ー
セ
ー
ジ
、ベ
ー
コ
ン
、サ
ラ
ミ
、チ
ー

ズ
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
は
脂

質
が
多
い
の

で
少
量
に
。

コ
ン
ビ
ニ
で

選
ぶ
な
ら
温

泉
卵
、
茶
碗

蒸
し
、
は
ん

ぺ
ん
、
野
菜

の
お
惣
菜
、

鍋
焼
き
う
ど

ん
が
お
す
す

◇
コ
ン
ビ
ニ
で
の
お
つ
ま
み
選
び
は

　
「
乾
き
物
」
の
代
表
ス
ル
メ
、
貝
の
ひ
も
、

ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
、
ナ
ッ
ツ
類
は
硬
い
の

お
付
き
合
い
な
ど
で
忙
し
く
過
ご
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
週
に
１
日
で
も
、
毎
日

ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
も
、
の
ん
び
り
過
ご

す
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
腸
の
働
き
を
助
け
、
い
た
わ
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

腸
は
か
ら
だ
と
心
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

る
時
に
、
活
発
に
働
き
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う

に
、趣
味
な
ど
で
発
散
す
る
の
も
大
切
で
す
。

Ｇ
さ
ん
は
、
仕
事
だ
け
で
な
く
、
趣
味
や

◇
弱
っ
て
疲
れ
や
す
い
腸
に
は

　

日
頃
か
ら
外
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
油
っ
こ
い

も
の
を
控
え
、
蒸
し
物
、
焼
き
物
、
煮
物
を

中
心
に
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

消
化
が
よ
い
食
材

は
、
白
身
魚
、
脂
身

の
少
な
い
モ
モ
や
ヒ

レ
肉
、鶏
の
さ
さ
み
、

豆
腐
な
ど
。
レ
バ
ー

は
脂
肪
が
少
な
く
、

栄
養
価
が
高
い
の
で

お
す
す
め
で
す
。
ま

た
、
卵
な
ら
半
熟
が
一
番
消
化
が
よ
く
、
野

菜
は
生
よ
り
煮
野
菜
や
ス
ー
プ
に
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
Ｇ
さ
ん
は
下
痢
が
気
に
な
っ
て
水

分
を
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
量
を
少
な

く
す
る
の
で
は
な
く
、
飲
み
方
の
工
夫
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
ず
冷
た
い
飲
み

物
で
は
な
く
、
温
か

い
も
の
を
。

ま
た
一
度
に

た
く
さ
ん
で

は
な
く
、
同

量
を
数
回
に

分
け
て
、
こ

ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

食
生
活
は
外
食
中
心
の
Ｇ
さ

ん
。脂
っ
こ
い
食
事
が
多
い
上
に
、

酒
席
も
欠
か
さ
ず
参
加
。
疲
れ
て

弱
っ
た
腸
に
追
い
討
ち
を
か
け
る

内
容
や
量
で
す
。
食
べ
た
い
も
の

ば
か
り
で
な
く
、
腸
に
優
し
い
メ

ニ
ュ
ー
選
び
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◇
便
と
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

下
痢
と
言
っ
て
も
、
腸
の
弱
り

具
合
で
便
の
ゆ
る
さ
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。ど
ん
な
食
事
に
す
る
か
は
、

便
と
相
談
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

便
が
水
様
性
な
ら
脱
水
気
味
に
な

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
と
く
に
水
分

を
中
心
に
。
と
は
言
え
、
冷
た
い
も
の
は

厳
禁
で
す
。
少
し
で
も
栄
養
を
補
え
る
よ

う
細
か
く
刻
ん
だ
野
菜
の
温
か
い
ス
ー
プ

や
味
噌
汁
な
ど
を
。
た
だ
し
、
野
菜
で
も

繊
維
の
多
い
ご
ぼ

う
や
セ
ロ
リ
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

　

便
が
泥
状
～
軟

便
程
度
な
ら
、
軟

ら
か
く
調
理
し
た

消
化
の
よ
い
も
の

を
。
腸
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
、
１
日
の
食
事
量
を
３
～

５
回
に
分
け
て
、
少
し
ず
つ
摂
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
「
下
痢
」
で
お
悩
み
の
方
は
意

外
と
多
い
よ
う
で
す
。
下
痢
の
タ
イ
プ
に
は

病
的
な
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
病
気
に
よ
る
下
痢
で
は
な
い

か
の
判
別
が
重
要
で

す
。

　

明
ら
か
に
体
重
が

減
少
し
て
い
る
、
１

日
に
何
度
も
下
痢
を

し
て
い
る
、
緊
張
す

る
と
下
痢
に
な
り
、

ト
イ
レ
か
ら
出
て
こ

ら
れ
な
い
、
な
ど
で
生
活
に
支
障
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
下
痢
の
原
因
と
な
る

病
気
が
隠
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

度
は
受
診
し
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

さ
て
、
Ｇ
さ
ん
の
場
合
は
、
下
痢
の
回
数

は
多
く
な
く
、
健
康
デ
ー
タ
上
の
問
題
も
な

く
、
下
痢
に
よ
っ
て
生
活
に
悪
影
響
が
な
い

こ
と
か
ら
、
病
的
な
下
痢
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
下
痢
の
場
合
に

は
、
そ
ん
な
に
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
で
も
、
下
痢
を
気
に
せ
ず
に
過
ご
せ
る

方
が
ベ
ス
ト
で
す
よ
ね
。
こ
れ
を
機
会
に
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

◇
排
便
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　

ど
う
や
ら
下
痢
気
味
の
方
は
、
毎
日
の
お

通
じ
の
時
間
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
ま
ず
、
健
康
的
な
生
活
の
中

で
、
自
分
に
あ
っ
た
排
便
リ
ズ
ム
を
つ
く
っ

て
、
腸
に
仕
事
の
時
間
を
認
識
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　

排
便
日
記
を
つ
け
て
み
る
の
も
、
排
便
リ

ズ
ム
を
知
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
は

下
痢
の
場
合
ば
か
り
で
は
な
く
、
便
秘
の
方

に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

◇
食
事
や
お
酒
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

消
化
の
良
く
な
い
食
事
や
刺
激
の
あ
る
食

べ
物
が
好
き
な
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
噛
む
回

数
が
少
な
か
っ
た
り
、
早
食
い
だ
っ
た
り
す

る
と
消
化
不
良
を
起
こ
し
、
下
痢
を
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

お
酒
も
腸
を
刺
激
し
て
下
痢
を
引
き
起
こ

す
の
で
、
適
量
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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37歳の男性。健診結果では、とくに異常
はなかったものの、下痢がちなのが気に
なっている。ふだんからなるべく水分は
控えるように心がけている。食事は外食
が中心で、酒席も少なくない。仕事は多
忙だが、やりがいを感じている。余暇は、
趣味や友人との付き合いで飛び回って
いる。

組
む
。

　
　
　
（
つ
づ
く
）

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
乳
が
ん
検
診

お
よ
び
子
宮
が
ん
検
診
に
お
け
る

事
業
評
価
の
手
法
に
つ
い
て

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
乳
が
ん
検
診

お
よ
び
子
宮
が
ん
検
診
に
お
け
る

事
業
評
価
の
手
法
に
つ
い
て

そ
の
1

長
谷
川
壽
彦

本
会
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長 7

本会・健康増進部
管理栄養士

石元三千代

本会・健康増進部
保健師

山本雅子

本会・健康増進部
健康運動指導士

山村昌代

　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
食
中
毒

と
い
う
と
「
夏
に
多
く
発
生
し
、

冬
に
は
少
な
い
も
の
」
と
思
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
確
か
に
食
中
毒
は

夏
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
冬
も
夏
と
同
じ
く
ら
い

の
発
生
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
昨
年
は
図
１
に
示
し
た
よ
う

に
夏
よ
り
も
多
い
数
の
食
中
毒
事

件
が
冬
期
に
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
原
因
は
、
冬
期
を
中
心
に

発
生
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
の
増
加
に
あ
り
ま
す
。
図

２
は
過
去
10
年
間
に
発
生
し
た
食

中
毒
の
病
因
物
質
別
の
発
生
件
数

を
示
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
わ

ず
か
10
年
間
に
食
中
毒
の
発
生
状

況
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
の

が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

１
９
９
８
年
と
１
９
９
９
年
を

ピ
ー
ク
と
し
て
夏
期
に
多
発
す
る

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
食

中
毒
の
発
生
が
徐
々
に
減
少
し
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
加
熱
不
足
の
鶏

肉
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中

毒
が
原
因
物
質
の
１
位
ま
た
は
２

位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
や
や
遅
れ
て
、
２
０
０
０
年

か
ら
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
が
年
々
増
加
し
続
け
、

２
０
０
４
年
、
２
０
０
５
年
に

は
原
因
物
質
中
２
番
目
の
発
生

件
数
に
な
り
、
つ
い
に
昨
年
は
、

食
中
毒
発
生
件
数
４
９
９
件
と
全

食
中
毒
事
件
数
の
33
％
を
、
患
者

数
は
食
中
毒
患
者
総
数
の
71
％
を

占
め
る
に
至
り
、
事
件
数
、
患
者

数
の
ど
ち
ら
も
第
１
位
の
報
告
数

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
多

く
が
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
発

生
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
夏
を

上
回
る
発
生
規
模
に
な
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
直
径
約
30
ｎｍ

（
＝
０・０
３
μｍ
）
の
小
型
ウ
イ
ル

ス
で
、
か
つ
て
は
小
型
球
形
ウ
イ

ル
ス
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま

で
の
幅
広
い
年
齢
層
に
下
痢
症
を

起
こ
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
下
痢
症

は
、
何
ら
か
の
原
因
で
こ
の
ウ
イ

ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
水
を

摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
い

は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
直
接
伝
播
す

る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
感

染
力
は
強
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
実
験
で
は
１
０
０
個
以
下
の

ウ
イ
ル
ス
で
感
染
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
す
る
と
24
～
48
時
間
で
臨

床
症
状
が
出
始
め
ま
す
。
一
般
的

な
症
状
は
嘔
吐
と
水
様
性
下
痢
が

特
徴
で
、
そ
の
他
に
発
熱
、
頭
痛

な
ど
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
り
、

し
、
周
り
の
健
康
な
細
胞
に
感
染

し
た
り
、
そ
の
ま
ま
便
中
に
排
泄

さ
れ
た
り
し
ま
す
。
便
中
に
排
泄

さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
量
は
、
発
病
後

の
経
過
日
数
で
か
な
り
異
な
り
、

便
１
ｇ
あ
た
り
平
均
１
０
０
万
か

ら
１
千
万
個
程
度
で
す
が
、
多
い

も
の
で
は
10
億
個
も
の
ウ
イ
ル
ス

粒
子
が
含
ま
れ
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
ヒ
ト
の
腸
管
上
皮
細
胞
の

み
で
増
え
、他
の
動
物
の
腸
管
内
、

培
養
細
胞
、
食
品
や
水
中
な
ど
で

は
増
殖
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
汚
染
源
・
感

染
源
と
な
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
感
染

者
の
吐
物
や
便
で
す
。

　

し
か
も
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
周

囲
の
環
境
変
化
に
対
し
て
も
抵
抗

性
が
強
い
た
め
、
吐
物
や
便
中
の

ウ
イ
ル
ス
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
路

で
人
に
再
び
感
染
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

次
回
に
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

増
え
て
い
る
の
に
症
状
が
現
れ
な

い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に

有
効
な
治
療
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
発
症
し
た
ら
下
痢
な
ど
で
失

わ
れ
た
水
分
の
補
給
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
嘔
気
・
嘔
吐
、

下
痢
は
普
通
３
～
４
日
で
治
ま
り

ま
す
が
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は

糞
便
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ

ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
体
内
に
入
る
と
腸

絨
毛
表
面
の
細
胞
内
に
侵
入
し
、

そ
こ
で
増
殖
し
ま
す
。
増
え
た
ウ

イ
ル
ス
は
細
胞
を
破
っ
て
飛
び
だ

　

健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
と
本
会
が
主
催
す
る

第
２
１
５
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
去
る
９
月
26
日
に
開
催
さ

れ
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
ん

予
防
・
検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
の

森
山
紀
之
セ
ン
タ
ー
長
が
「
効

果
的
な
が
ん
検
診
の
あ
り
方

―

企
業
・
健
康
保
険
組
合
の

た
め
に
」

と
題
し
て

講
演
し

た
。

　

森
山
セ

ン
タ
ー
長

は
、
が
ん

検
診
の
目
的
に
つ
い
て
、「
早

期
の
が
ん
を
症
状
が
出
る
前
に

発
見
し
治
療
す
る
こ
と
で
、
対

象
と
す
る
が
ん
の
死
亡
率
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
」
と
前
置
き
し

て
、
乳
が
ん
を
例
に
次
の
よ
う

（2 ）

それほど深刻な

症状ではないけ

れど、便通が 下

痢気味なのが気

になるというＧ

さん。「水分を控

えるようにはし

ているが、なかな

か 改 善しない。

効果的な対策法

があったら教え

てほしい」とい

う相談です。

●Gさんにおすすめのレシピ

本会学術委員

前東京都健康安全研究センター 
微生物部部長

諸
角 

聖

も
ろ

ず
み

さ
と
し

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を

中
心
に

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を

中
心
に

1

　

昨
冬
、
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
、
高
齢

者
施
設
、
学
校
な
ど
で
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染
症
が

多
発
し
、
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
多
発
時
期

に
備
え
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
、
食
中
毒
多
発
の
原
因
、
予

防
対
策
に
つ
い
て
、
諸
角
聖
本
会
学
術
委
員
が
解
説
す
る
。

に
述
べ
た
。

　
「
わ
が
国
で
は
、
乳
が
ん
の
罹
患

率
・
死
亡
率
と
も
に
増
え
続
け
て

い
る
の
に
対
し
、
米
英
で
は
罹
患

率
は
増
え
て
い
る
が
死
亡
率
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。
両
国
と
も
国
を

あ
げ
て
乳
が
ん
検
診
に
取
り
組

み
、
70
％
を
超
え
る
高
い
受
診
率

を
達
成
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
」。

　

続
け
て
森
山
セ
ン
タ
ー
長
は
、

が
ん
は
決
し
て
高
齢
者
に
多
い
病

気
で
は
な
く
、
死
因
割
合
で
は
、

女
性
は
45
～
65
歳
の
50
％
以
上
、

男
性
で
は
55
～
75
歳
の
40
％
以
上

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
、
働
き
盛
り
の
世
代
に

と
っ
て
が
ん
検
診
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
を
強
調
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
が
ん
検
診
に
は
目

的
に
よ
り
、
市
町
村
な
ど
の
行
政

が
行
う
「
対
策
型
検
診
」
と
個
人

が
自
分
の
責
任
で
受
け
る
「
任
意

型
検
診
」
が
あ
る
こ
と
や
、
が
ん

検
診
の
も
た
ら
す
利
益
と
不
利
益

な
ど
に
つ
い
て
、
検
診
関
係
者
が

十
分
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
、
が
ん
検
診
の
今
後
の

問
題
点
と
し
て
、「
検
診
の
有
効

性
を
証
明
す
る
研
究
の
問
題

点
を
踏
ま
え
た
上
で
Ｅ
Ｂ
Ｍ

（
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

医
療
）
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
検
診
は
異
常

を
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
必
ず
し
も
一
次
検
診

か
ら
高
額
で
高
性
能
の
診
断
機
器

が
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

精
密
検
査
も
含
め
た
効
果
的
で
精

度
の
高
い
検
診
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
重
要
で
あ
る
。
検
診
間
隔
に
つ

い
て
も
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
基
づ
い
て
臓

器
別
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　

最
後
に
森
山
セ
ン
タ
ー
長
は
、

わ
が
国
の
が

ん
検
診
受
診

率
が
低
い
理

由
と
し
て
、

①
面
倒
く
さ

い
②
お
金
が

も
っ
た
い
な

い
③
忙
し
い
④
が
ん
と
診
断
さ
れ

る
の
が
怖
い
⑤
が
ん
に
対
す
る
教

育
の
不
十
分―

な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
国
民

の
意
識
改
革
の
必
要
性
を
強
調
し

て
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

効
果
的
な
が
ん
検
診
と
は

効
果
的
な
が
ん
検
診
と
は

第
　
　
　
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会
か
ら

2
1
5

2

1
（1）

① 年間１万件以上の検体を取り扱っている実績がある

② 細胞診専門医、細胞検査士の診断システムで業務を行っている

③ 検体数に応じて、細胞診技術者の整備が行われていること

④ マンパワーの整備に関しては、老健法に基づく検体以外も適・不適の
　 判断資料とすること

⑤ 細胞診専門医１、細胞検査士３の比率が望ましい

⑥ ダブル・チェックが可能であること

⑦ 細胞検査士１名の年間処理枚数は 10,000 ～ 16,000 枚を目途とする
　 ただし、肺がん細胞診では、年間 5,000 枚までとする

⑧ 細胞診専門医のうち１名は常勤とする

表1 細胞診検査実施検査所のあるべき基準

表2 がん検診の事業評価における主要指標

① がん検診受診率

② 要精検率

③ 精検受診率

④ 陽性反応適中率

⑤ がん発見率

⑥ 検診実施から精検結果判明までの日数

⑦ 早期がんの割合

⑧ がん死亡率

東京都医師会が定めた基準

図1 食中毒の月別発生状況ならびに
ノロウイルス食中毒の占める割合（2006年）
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図2 病因物質別食中毒発生状況の年次推移
（事件数：全国）厚生労働省：平成18年食中毒発生状況
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厚生労働省：平成18年食中毒発生状況

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
っ
て

ど
ん
な
病
原
体
？

●リラクセーション 1 「腹式呼吸」

①ゆでうどんをフライパンで軽く炒め、焼き色
がついたら皿に移す

②の材料をごま油で炒める
③を加え、卵を落としてふたをし、卵を蒸して

半熟にする
④を加え、とろみがついたら、うどんにのせて

できあがり
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レ
ー・フ
ォ
ー・ラ
イ
フ・ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
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東
京（
主

催　

日
本
対
が
ん
協
会
）
が
、
９
月
29
日
か
ら
30
日
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
、
東
京
・
お
台
場
の
船
の
科
学
館
で
開
催
さ
れ
た
。

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
は
、
が
ん
患
者
や
家
族
、
支
援
者

ら
が
交
代
で
24
時
間
歩
き
続
け
な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体
で
が

ん
と
闘
う
た
め
の
連
帯
感
を
育
む
、市
民
主
導
の
対
が
ん
運
動
。

会
場
で
は
、
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
と
並
行
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
約
１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
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ズ
ラ
ッ
プ
」を
皮
切
り
に
、リ
レ
ー

ウ
ォ
ー
ク
を
ス
タ
ー
ト
。
サ
バ
イ

バ
ー
た
ち
は
、
が
ん
と
闘
う
勇

気
を
称
え
る
声
援
や
拍
手
の
中
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
づ
っ
た
横
断
幕

や
の
ぼ
り
な
ど
を
手
に
会
場
を
一

周
し
た
。

　

そ
の
後
24
時
間
、
サ
バ
イ
バ
ー

や
家
族
、
支
援
者
ら
は
チ
ー
ム
ご

と
に
メ
ン
バ
ー
を
交
代
し
な
が
ら

歩
き
続
け
、
交
流
を
深
め
て
い
っ

た
。

　

会
場
内
で
は
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

と
並
行
し
て
、
患
者
会
や
医
療

者
、
支
援
企
業
の
代
表
者
に
よ
る

市
民
主
導
の
対
が
ん
運
動
を
推
進

す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
（
サ
バ

イ
バ
ー
シ
ッ
プ
サ
ミ
ッ
ト
）、
講

　

先
天
性
代
謝
異
常
症
と
糖
尿

病
の
専
門
家
で
あ
り
、
女
子
栄

養
大
学
大
学
院
教
授
の
大
和
田

操
医
師
は
、
長
年
、
駿
河
台
日

本
大
学
病
院
で
診
断
と
治
療
、

研
究
に
あ
た
り
、
検
査
や
検
診

に
も
指
導
的
立
場
で
関
わ
っ
て
き

た
。

　

大
和
田
医
師
が
担
当
す
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
代
謝
外
来
に
は
、
新
生

児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

や
学
童
糖
尿
病
検
診
で
発
見
さ
れ

た
患
者
さ
ん
が
訪
れ
る
。

　
「
当
外
来
で
は
主
と
し
て
、
フ
ェ

ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
（
Ｐ
Ｋ
Ｕ
）
や

２
型
糖
尿
病

の
患
者
さ
ん
の

経
過
観
察
と
治

療
、
食
事
・
生

活
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
患

者
さ
ん
で
は
、
血
中
の
フ
ェ
ニ
ル

ア
ラ
ニ
ン
（
Ｐ
ｈ
ｅ
）
濃
度
を
一

定
に
保
つ
た
め
に
、
蛋
白
質
の
制

限
な
ど
厳
格
な
食
事
療
法
の
継
続

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
血
中
Ｐ
ｈ
ｅ
値
を
迅
速
に
測

定
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た

食
事
指
導
を
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル

で
行
う
な
ど
、
き
め
細
か
い
対

応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
型
糖
尿
病
の
患
者

さ
ん
で
は
、
血
液
検
査
と
生
活

状
況
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果

を
基
に
、
管
理
栄
養
士
と
連
携

し
て
食
事
や
運
動
の
指
導
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

診
療
の
中
で
一
番
大
事
に
し

て
い
る
の
は　

患
者
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

で

す
。
患
者
さ
ん
の
お
話
を
じ
っ

く
り
伺
い
、
一
人
ひ
と
り
の
病

状
や
性
格
を
把
握
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」。

　

大
和
田
医
師
の
趣
味
は
、
音

楽
鑑
賞
。「
特
に
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
と
ジ
ャ
ズ
全
般
が
好
き
」
と

い
う
。

す
る
な
ど
世
界
規
模
の
が
ん
征
圧

運
動
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は

昨
年
９
月
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で

初
め
て
開
催
さ
れ
、
今
回
は
３
回

目
と
な
る
。

　

29
日
正
午
、
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・

ラ
イ
フ
は
、
が
ん
の
サ
バ
イ
バ
ー

（
が
ん
患
者
や
、
が
ん
を
克
服
し

た
人
）た
ち
に
よ
る「
サ
バ
イ
バ
ー

　
「
命
の
リ
レ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
リ

レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
は
、「
が

ん
は
24
時
間
、
眠
ら
な
い
」「
が

ん
患
者
は
24
時
間
、
が
ん
と
闘
っ

て
い
る
」
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
が

ん
患
者
を
励
ま
し
、
対
が
ん
運

動
組
織
に
寄
付
す
る
目
的
で
、

１
９
８
５
年
に
米
国
で
始
ま
っ

た
。

　

２
０
０
６
年

に
は
世
界
22
の

国
と
地
域
で
開

催
さ
れ
、
50
万

人
以
上
が
参
加

古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。

　

第
２
１
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
11
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田
町

の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

　

保
健
指
導
シ
リ
ー
ズ
２
と
し
て

「
不
眠
の
人
と
ど
う
向
き
合
う
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
代
々
木
睡
眠
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
井
上
雄
一
院
長
が
講
演

す
る
。
司
会
は
、
三
輪　

一
本
会

総
合
健
診
部
部
長
。

　

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。
参
加
費
２
０
０
０
円
。

定
員
先
着
４
０
０
人
。

　

予
防
医
学
事
業
中
央
会
（
中
央

会
）、
日
本
寄
生
虫
予
防
会
、
愛

媛
県
総
合
保
健
協
会
が
主
催
す
る

第
52
回
予
防
医
学
事
業
推
進
全
国

大
会
が
10
月
５
日
、
愛
媛
県
の
県

民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
暮
ら

し
の
中
か
ら
疾
病
予
防―

メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
考
え

る
」
で
、
本
会
を
は
じ
め
中
央
会

の
全
国
支
部
で
健
康
教
育
や
健
診

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
担
当
者
、

保
健
医
療
行
政
担
当
者
、
学
校
・

地
域
・
職
域
保
健
の
専
門
家
ら
約

１
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

大
会
で
は
、
愛
媛
大
学
大
学
院

の
三
木
哲
郎
教
授
に
よ
る
「
暮
ら

し
の
中
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
や

松
山
市
長
の

中
村
時
広
氏

に
よ
る「『
坂

の
上
の
雲
』

の
ま
ち
づ
く

り
」
な
ど
の

特
別
講
演
、

予
防
医
学
事
業
の
推
進
に
貢
献
し

た
人
に
対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。

　

こ
の
う
ち
、
特
別
講
演
で
三
木

教
授
は
、
沖
縄
県
の
男
性
の
平
均

寿
命
が
、
全
国
１
位
か
ら
26
位
ま

で
下
が
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
沖
縄

ク
ラ
イ
シ
ス
」
を
例
に
挙
げ
て
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
そ
の
後
の
分
析
で
、
沖
縄
県
の

55
歳
以
下
の
死
亡
率
が
全
国
平

均
よ
り
も
高
く
、
そ
の
死
因
が
動

脈
硬
化
性
疾
患
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
高
齢
者
の
多
く
は
伝
統

的
な
沖
縄
の
食
文
化
を
維
持
し
て

い
る
が
、
若
い
人
は
ハ
ン
バ
ー
グ

な
ど
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
や
脂

肪
、
糖
分
な
ど
を
多
く
摂
取
し
て

代謝外来

大
お お

和
わ

田
だ

 操
みさを

 医師

第
２
１
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

保
健
指
導
シ
リ
ー
ズ
２

不
眠
の
人
と
ど
う
向
き
合
う
か

 

11
月
28
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

東
京
・
永
田
町
「
星
陵
会
館
」

「サバイバーズラップ」でスタートしたリレーウォーク（上） ステージでチーム紹介をする参加者たち（中左）
岸本葉子氏、さかいひろこ氏によるがん体験対談（中右） 患者、医療者、企業、有識者による意見交換会（下
左） がんで亡くなった人、がんと闘っている人への思いが込められた「ルミナリエ」のキャンドル（下右）

お
り
、
短
命
に
な
っ
た
原
因
と
し

て
食
生
活
の
欧
米
化
や
運
動
不

足
、
喫
煙
な
ど
の
悪
い
生
活
習
慣

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

『
沖
縄
ク
ラ
イ
シ
ス
』
の
原
因
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

増
加
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
」。

　

続
け
て
三
木
教
授
は
、
遺
伝
子

と
環
境
因
子
の
両
面
か
ら
抗
加
齢

医
学
を
実
践
す
る
た
め
、
愛
媛
大

学
医
学
部
附
属
病
院
に
開
設
し
た

抗
加
齢
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
を
基

に
、
心
身
と
も
に
健
康
で
長
生
き

す
る
「
サ
ク
セ
ス
フ
ル
・
エ
イ
ジ

ン
グ
」
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

　

ま
た
表
彰
式
で
は
、
予
防
医
学

事
業
中
央
会
感
謝
状
が
福
祉
・
医

療
技
術
振
興
会
の
中
甫
専
務
理
事

と
、
女
子
栄
養
大
学
大
学
院
の
大

和
田
操
教
授
に
、
中
央
会
賞
が
藏

本
静
雄
（
宮
城
県
予
防
医
学
協
会

理
事・事
務
局
長
）、間
島
勝
徳（
神

奈
川
県
予
防
医
学
協
会
臨
床
検
査

部
部
長
）
の
両
氏
に
、
奨
励
賞
が

本
会
の
間
下
充
子
、
大
野
直
子
両

氏
ら
29
人
に
贈
ら
れ
た
。

演
会
、
支
援
演

奏
会
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
啓
発
ビ
デ
オ

の
上
映
な
ど
が

行
わ
れ
た
。ま
た
、

患
者
団
体
や
市

民
団
体
の
活
動

紹
介
、医
療
者
に
よ
る
医
療
相
談
、

口
腔
検
診
、
支
援
企
業
に
よ
る
セ

ラ
ピ
ー
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
、
ヘ
ア
ケ

ア
・
ヘ
ア
カ
ッ
ト
な
ど
の
ブ
ー
ス

も
多
数
出
展
さ
れ
、
多
く
の
参
加

者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

29
日
夕
方
か
ら
の
「
ル
ミ
ナ

リ
エ
」
で
は
、
が
ん
で
亡
く
な
っ

た
人
へ
の
追
悼
の
気
持
ち
や
、
が

ん
と
闘
っ
て
い
る
人
へ
の
思
い
を

託
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
が
会
場
内
の

プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
縁
取
っ
た
。
参

加
者
は
会
場
を
静
か
に
歩
き
な
が

ら
、
が
ん
征
圧
へ
の
思
い
を
新
た

に
し
て
い
た
。

がん征圧の願いを込め

24時間リレーウォーク

第
52
回
予
防
医
学
事
業

推
進
全
国
大
会
が
開
催

　
　
　
　
　
　

  

愛
媛
・
松
山
市


